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（様式２）
経営計画書
名　称：　有限会社　やま平窯元　　　　　　　　　
＜応募者の概要＞
	（ふりがな）
名称（商号または屋号）
	ゆうげんがいしゃ　やまへいかまもと
有限会社　やま平窯元

	法人番号（13桁）※１
	1300002008588

	主たる業種※２
	業種番号
（2桁or3桁）
	21
	業種名称
	窯業・土石製品製造業

	常時使用する
従業員数※３
	11人
	＊常時使用する従業員がいなければ、「０人」と記入してください。
＊従業員数が小規模事業者の定義を超える場合は申請できません。

	資本金額
（個人事業者なら記載不要）
	500万　円
	創業・設立年月（和暦）
	昭和47年　　2月

	連絡担当者
	（ふりがな）
氏名
	やまもとひろふみ
山本 博文
	役職
	代表取締役

	
	住所
	（〒844　－　0012　）
佐賀県西松浦郡有田町桑古場乙2267-1

	
	電話番号
	0955-42-2459
	携帯電話番号
	090-9072-4443

	
	FAX番号
	0955-42-5315
	E-mailアドレス
	info@yamaheigama.co.jp


（日本商工会議所・補助金事務局からの書類の送付や必要書類の提出依頼等の電話・メール連絡は、全て「連絡担当者」
（共同申請の場合は、原則、代表事業者の連絡担当者）宛てに行います。補助金の申請内容や実績報告時の提出書類の内容について、責任をもって説明できる方を記載してください。電話番号または携帯電話番号は必ず記入をお願いします。FAX番号・E-mailアドレスも極力記入してください。）
※１　法人の場合は、法人番号を記載してください。個人事業主は「なし」と明記してください。マイナンバー（個人番号（12桁））は記載しないでください。
※２　公募要領Ｐ.67記載の「業種分類」に基づいて、主たる業種の番号（２桁）、業種名称をご記入ください。（「業種分類」に小分類（３桁）が記載されている業種については３桁まで番号を記入し、業種名称をご記入ください。）
※３　公募要領Ｐ. 39の２．（１）③の常時使用する従業員数の考え方をご参照のうえ、ご記入ください。なお、常時使用する従業員に含めるか否かの判断に迷った場合は、地域の商工会議所にご相談いただけます。
（従業員数が公募要領Ｐ. 38記載の「小規模事業者の定義」を満たす事業者のみ申請できます。）
※全ての申請者【必須回答】
（これまでに実施した「小規模事業者持続化補助金」の補助事業者に該当する者（平成28年度熊本地震復旧等予備費事業を除く）は、今回応募時に、該当する回に提出した実績報告書（様式第８）の写しの提出が必須です）　注：共同申請により採択・交付決定を受けて補助事業を実施した「参画事業者」も含みます。
	１年目事業（平成２５年度補正）、持続化補助金の採択・交付決定を受け、補助事業を実施した事業者か否か
	□補助事業
　者である
	☑補助事業
者でない

	２年目事業（平成２６年度補正）、持続化補助金の採択・交付決定を受け、補助事業を実施した事業者か否か
	□補助事業
者である
	☑補助事業
者でない

	３年目事業（平成２７年度補正）、持続化補助金の採択・交付決定を受け、補助事業を実施した事業者か否か
	□補助事業
者である
	☑補助事業
者でない

	（１年目事業～３年目事業のいずれかの補助事業者の方のみ）
それぞれ該当する回の補助事業での販路開拓先、販路開拓方法、成果を記載した上で、今回の補助事業との違いを記載してください。（共同申請による実施は、代表事業者名を明示のこと）

	


※全ての申請者【必須回答】（風俗営業法に該当する場合は、申請できません。）
	補助対象事業として取り組むものが、風俗営業法第２条に該当するか否か
	□該当す
　る
	☑該当し
ない


※法人のみ【必須回答】（みなし大企業に該当する場合は、申請できません。）
	みなし大企業（公募要領Ｐ.69「参考２」）に該当するか否か
	□該当す
　る
	☑該当し
ない


	1. 企業概要
　昭和47年設立。旅館・ホテル向けの有田焼業務用食器を製造、産地内商社への卸を主としてきました。長引く不況のなか、年々、その需要の減少が見込まれます。有田焼窯業界全体では、出荷額が平成元年をピークに、1/7にまで落ち込んでいます。
そこで、これまで手が付けられていなかった市場として、家庭用である一般食器分野に目を向けるようになりました。
平成24年より、自社家庭向け食器ブランド“ワイズホームスタイル”を立ち上げ
“有田焼の技術や技法・素材を基礎とした新しい有田焼のカタチの創造”をテーマに展開して参りました。
このブランド商品については、流通も新たなカタチを模索しながら、ＳＮＳによる情報拡散や消費地でのイベントへの参加により、直接エンドユーザーへの販売や消費地の店舗や企業を開拓していきました。主な取引先としては、サントリー・三越等のカタログ通販、阪急百貨店等の大手小売業、JUNや三省堂書店などが手掛けるコンセプトショップ、ネスレ、博報堂、日比谷花壇等のOEM生産となっています。現在では、全体の売り上げの半分を占めるまでになりました。
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	2. 顧客ニーズと市場の動向
(1)顧客ニーズ　
インターネットを始めとするSNSの普及により、簡単に情報が手に入る背景から、大手有名ブランドから、小さな地方ブランドへの関心の高まりを感じています。また、購入の方法も今までの百貨店から、セレクトショップ・ネットショップ等で購入する傾向が強まっています。

　アパレルや書籍などを扱う会社が、事業の多角化でカフェやコンセプトショップ等を手掛けるケースも増えていて、取引依頼が増えています。
　ここで、特に感じることは、福岡や熊本など九州各県はもとより、関東や関西からご来店、来社頂く事が増えています。“消費地でも買えるが作り手の顔が見たい”“どういう所で作られているか見てみたい”“産地へ行って購入したい”という消費者の欲求が、『モノ』から『モノ＋事(付加価値)』へと変化しています。当社では、有田陶器市期間中は、他の場所に特設販売所を設けています。有田陶器市期間を除いて、当社の工場へご来訪いただいた消費者の方は、関東16組22名、関西12組35名、九州56組71名、海外4組12名、その他の地区で、前年比で130%と増加していることも、その欲求の高まりとみています。　　　



　
(2)市場の動向　　　
　消費者の目からは、有田焼＝高価な商品というイメージが、今も残っているものと思います。当社としては、価格重視ではなく、質感、こだわり等、ライフスタイルにマッチした商品の提案ができることを大切に考えています。昨今の陶磁器販売市場においても、県内では、家具の産地である諸富家具とのコラボ企画に取り組む等、商品ではなく、それを使用するシーンを切り取ったPR、提案が増えてきました。焼きものというカテゴリーではなく、ライフスタイルの提案の傾向が強まっています。
但し、有田焼の現状としては、まだまだ訴求が十分にできているとは言えません。「見せる」ことだけでなく、「魅せる・魅了する」こと。それによって、伝統的な技法のみではない、新しい有田焼のスタイルを、作り手のいるこの場所で、体感していただきたいと思います。


	3. 自社や自社の提供する商品・サービスの強み
(1)多能工の職人が支える一貫生産
焼きもの業界の中では、生産システムの分業制が殆どと言っていい中、弊社は一貫して内製化を図っています。そのことで、納期に柔軟に対応ができ、製品管理がし易く、他社に無い独自の技術が構築しやすい環境があります。また、国内外からの受注に対応でき、迅速に梱包や発送できる体制もあります。
一般的には、型成形、生地生産、上絵加工等の工程を他社に外注し、自社で焼成、仕上げのみを行う窯元が多くあります。当社は、業務用食器の生産を長く手掛けてきたことで、商社の多様な要望に応える他、新商品開発のアイデアが醸成され、複雑な形状、異なる素材を取り扱うことの知識や技術が蓄積されてきました。小規模事業者である製造業として、多能工としての技術者を育成してきたことが、その源泉となっています。
(2)独自技術
今から4年前、1年半の歳月を掛け、独自の技術で商品化された、厚さ1ミリの極薄グラス『エッグシェル』(商標許諾済)を開発しました。このグラスは、口当たりが良く、注いだ飲み物が透けて見える、当社独自の特殊技術が活かされています。発売当初から話題性もあり、新聞3社・テレビ7社・雑誌15社で取り上げられ、自社WEBショップやギャラリーへの来場につながっています。
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日本テレビ『ぶらり途中下車の旅』や日本文化を紹介した雑誌『和楽』、ナンバーワン評価のものを紹介した『Begin』、ライフスタイル提案マガジン『大人のおしゃれ手帖』、働く男の衣食住街ネタ帳『Hanako FORMEN』などに掲載頂きました。



	4. 経営方針・目標と今後のプラン
(1)経営方針～産地の伝統を守り新たな有田のカタチを想像する「Y」
他の産地と比較して、その歴史、規模は決して引けを取らないものと思います。しかしその一方で、表現方法、情報発信といった、市場、その捉え方、流通の手法において、まだ未成熟な部分が多いと感じています。そのことに気づいたのは、東京に支店を持たれるある商社との出会いでした。東京のショールームを見せていただいた時、同じ有田の企業でありながら、その商品が、グランドハイアット、リッツカールトンといった、外資系、その中でも、ハイクラスのホテルに採用されることに驚かされたことでした。和モダンをベースとしたデザイン、そのデザイナーとお話をする中で、技術は有田にあり、あとは感性を如何に磨いていくかだと実感しました。
当社は、有田焼創業から数えて400年という歴史の中で、先人たちが培ってきた文化や伝統、また構築されてきた技術や技法を基礎に“新しい有田焼のカタチの創造「ワイズ(Y’s)ホームスタイル」”をテーマに展開してきました。そのブランドも認知度が高まりつつあり、当社(やまへい窯・Y)は、これからも国内外での展示会やイベントへの参加とSNSによる情報発信を続けてまいります。
(2)目標
　店舗での売上高増加により、3年後の全社売上高9000万円を目指します。その核となるのが、後述の「観光ファクトリー」です。
決算期

28年6月期

29年6月期

30年6月期

31年6月期

売上高

7500万円
8000万円
8500万円
9000万円
(3)今後のプラン
　当社工場を見せるだけでない、産地の伝統や革新的な技術を体感できる、魅せる「観光ファクトリー」に改装します。絵付け体験等はもちろん、一貫生産の体制による、型成形から仕上げまでの工程を見ていただくことができます。さらに、「エッグシェル」に象徴される当社の独自技術を間近で体感することができます。
受け入れ態勢の整備としてギャラリー(兼店舗)の改装、通路の整備、トイレの新設、看板・サインを設置します。
工期

内容

第一期工事
第一期工事として、平成29年４月までに、ギャラリー(兼店舗)の改装します。
ギャラリーの改装
30年前の業務用(割烹食器)を意識した造りのギャラリーで老朽化が進み、障子や床の間といった内装が現在の商品に合いません。モダンな内装への変更と床の段差を無くし、車椅子の方でも来場いただけるよう通路を確保します。
トイレの新設

現在の屋外の和式簡易トイレを撤去し、お客様に使っていただきやすい様屋内の水栓トイレに新設します。

第二期工事
第二期工事として、平成29年5月を目途として設置します。(補助交付決定後を予定)
看板・サインを設置します。車や徒歩で来られたお客様から見やすい所に看板を設置します。
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経営計画書の作成にあたっては商工会議所と相談し、助言・指導を得ながら進めることができます。
※全ての欄が必須記入です。欄が足りない場合は適宜、行数・ページ数を追加できます。
※記入例は公募要領Ｐ.24参照
【一般型】
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ワイズホームスタイルから生まれたシリーズ商品の中でも、『エッグシェル』は


経済産業大臣賞・佐賀県知事賞を受賞。
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エッグシェル


当社独自の技術で、グラスの中が透けて見えます。ガラスと異なり、ほのかに透けることで、日本人の美意識にかなうものとなります。限りなく薄いグラスは、飲み物の味を邪魔しない効果もあります。ご家庭での普段使いの他、バー等、雰囲気のある場所でもお使いいただきたい一品です。





もう一枚画像





第一期工事:もともと産地内商社への商品紹介の場であった展示場を、一般のお客様や消費地から来られた業者向けに新設します。





第二期工事:植栽を取り除き、そこに看板を設置することで、よりそれを際立たせます。またそのことでギャラリーの存在を分かり易くします。
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